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■組立てされる方へのお願い

外枠組立て用 障子組立て用

バインドタッピンねじ
φ4×25

バインドタッピンねじ
φ4×30

※本文図中の　 ～  　は、部品・ねじの種類を示します。イ リ

■組立て上のお願い

種　　類

ガラス総厚

グレイジング
チャンネル

ガラス厚18～20ｍｍ用 ガラス厚21～22mm用

100枚入り
グレイジングチャンネル
に同梱

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

障子建込み用

トラス小ねじ
Ｍ4×6

（上枠カバー材と同等色）トラス小ねじ
Ｍ4×6ピボット

室内側

ハ ニロイ ホ ヘ ト

…組立てを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う
危険又は物的損害の発生が想定されます。冒頭にまとめて記
載していますので必ずお読みください。

注 意!

●障子の外れ・落下防止のため、下記事項を厳守してください。
・障子建込み後、障子上部を手前に引いて外れないことを確認してください。
●障子が勢いよく開いて、ケガ・部品破損の原因になるおそれがありま
すので、下記事項を厳守してください。
・障子は必ず枠を立てた状態で建込んでください。
・障子建込み後は、枠固定時までクレセントをかけておいてください。
●漏水防止のため、下記事項を厳守してください。
・縦枠下部のブチルリケイ紙を必ずはがしてください。
・縦枠両側に張付けてあるコーキングシーラーが、上・下枠のまわりに
はみ出すように合わせてからねじ止めしてください。
・ねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、緩
み・がたつきのないことを確認してください。

注　意!

アームスライダー 障子ストッパー

■部品・ねじ一覧表 ■バランサー部品箱（別売り）一覧表

■別売り部品

●必ず指定のねじで組立ててください。
●取付けは、「取付け説明書」をご覧ください。
●取付け説明書及び外枠取付け用・額縁取付け用部品セットは、必
ず施工される方にお渡しください。
●枠を躯体に取付けてから障子を建込む場合は、必ず施工される方
に障子建込み用部品セットをお渡しください。
●ガラス寸法はダンボールまたはカタログをご覧ください。
●グレイジングチャンネルは別売りです。ガラス厚に応じて選択し
てください。
●ソリ防止のため、樹脂面を直射日光に当てた状態で放置しないで
ください。
●樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこすったり
しないでください。
●樹脂部材ねじ止めの際は、締めすぎないでください。樹脂が割れ
たり、ねじが貫通したりするおそれがあります。
●組立ての際は、樹脂面をハンマーで直接たたかないでください。
樹脂が割れるおそれがあります。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●連窓・段窓する際は、必ず連窓方立・段窓無目の組立て説明書も
ご覧ください。
　専用部品の取付けおよび組立ての手順が異なります。
●バランサー部品箱は別売りです。

●グレイジングチャンネル ●ガラスコーナーシール

バランサー取付け用
リチ

18ｍｍ 19ｍｍ 20ｍｍ

1枚ハクリして
ご使用ください。

2枚ハクリして
ご使用ください。

1枚ハクリして
ご使用ください。

バインド小ねじ
Ｍ4×10 バランサー

21ｍｍ 22ｍｍ

室外側 室内側室外側

1障子の組立て
①ガラス厚に合ったグレイジングチャンネル（別売り）を、ガラス4周に回します。
②ガラス室外側の4隅のカット部およびジョイント部に、ガラスコーナーシール（別売り）を張ります。
※高断熱・高気密住宅の場合、必ず実施してください。

複層ガラス

ガラス
コーナーシール

ジョイント部カット部

グレイジング
チャンネル

室外側

■A部詳細図

ピボット

縦框

当て木

ハンマー

■組立て順序

※組立ての際は、樹脂面をハンマーで直
接たたかないでください。樹脂が割れ
るおそれがあります。

お願い

ハ

ハ

ハ

ロ

ロ

ロ

ロ

下桟

ニ
A部

下桟

縦框
縦框

上桟

複層ガラス

ピボット

グレイジング
チャンネル

③ガラスコーナーシールを室外側にして、1下桟、
2縦框、3上桟の順にガラスに差込み、ねじで固
定します。
④下桟にピボットを奥まで差込み、ねじ止めします。

1

3

2

2

シンフォニー上げ下げ窓（SH）
アルミと樹脂の複合サッシ

組立て説明書
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2枠の組立て
①各部材の向きを合わせて
ねじ止めします。

縦枠

サブロック

中桟端部
ブロック

■B部詳細図

※縦枠のレールカバーと中桟端部ブ
ロックの間にすきまがある場合は、
ねじを緩めて、中桟端部ブロック
を下に下げてください。

室内側

● ね じ は 2 . 5 ± 0 . 5 N ・ m
｛25±5kgf・cm｝のトルク
で止めた後、緩み・がたつきの
ないことを確認してください。

注　意!

●コーキングシーラーが、下枠の
まわりにはみ出るように位置を
合わせてねじ止めしてください。
●ねじ止め後、緩み・がたつきの
ないことを確認してください。

注　意!

B部

【上げ下げ部】

【ＦＩＸ部】

下枠

縦枠 中桟端部
ブロック

中桟端部
ブロック

縦枠

上枠

室外側

室内側

イ

イ

イ

イ

イ

イ

サブロック

FIX中桟

FIX中桟FIX中桟
中桟端部
ブロック

縦枠

縦枠

刻印

ワイヤー軸

ラチェットホイル

角穴 BP
J-3
82
L

①バランサーを45 傾゚けて、上枠に差込みます。
②バランサーの軸が室内側正面を向くように回転
させて上枠に納めます。

※ガラス厚さ・基本Ｈ・Ｗ寸法によって使用するバランサーが異
なります。取付け前にバランサーの機種を確認してください。
※バランサーは、FIX部のガラス入れ前後のいずれ
でも縦枠に取付けることができます。

室内側

上枠

バランサーリ

バランサーリ

チ

❶

❷

Ｌ字型フック

角穴

縦枠

ブラケット

上枠カバー材
取付け穴

室内側

室外側

室内側

バランサー

バランサー

縦枠

上枠

リ

リ

チ

チ

3バランサーの取付け

※障子建込み前にバランサーのワイヤーを引き
出したり、ラチェットホイルを回したりは絶
対にしないでください。
　障子が建込めなくなったり、バランサーが破
損したりすることがあります。
※バランサーの正面に部品番号の刻印がありま
すので、その末尾で、L（内観左）・R（内観
右）を確認してください。

バランサーリ

お願い

③バランサーを縦枠側にスライドさ
せ、縦枠についているブラケットの
Ｌ字型フックにバランサーの角穴を
引っ掛けます。
④バランサーをブラケット
にねじ止めします。
⑤同様にもう一方のバラン
サーを取付けます。

❸

4FIX部のガラス入れ
※面格子付上げ下げ窓（SH）の場合は、ガラスを入れる
前に面格子の取付けを行ってください。
①ガラスを入れます。
※ガラスが厚くクレセント受けに当たって入らない場合
は、クレセント受け取付けね
じを緩めてください。
（クレセント受けは外さない
でください。）

■B部詳細図

上押縁
（樹脂）室内側

室内側

上枠

上押縁（樹脂）

複層ガラス

②上押縁を取付けます。

B部

上枠
上枠

複層ガラス

クレセント受け

クレセント受け
取付けねじ

縦枠
レールカバー

コーキングシーラー
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③縦押縁を取付けます。 ④後付けビード（別売り）を回します。

縦枠

縦枠

縦押縁

縦押縁

後付けビード

縦枠

中桟

障子

下桟

ピボット

5障子の建込み
①バランサーに引っ掛かっているワイヤーを外
し、縦枠内に垂らします。
②ワイヤーの先端をピボットの溝にはめ込みま
す。

■D部詳細図

■C部詳細図

縦框

障子

※ワイヤーは必ずピボットの溝にはめ込んでくださ
い。ワイヤーが外れるとバランサーが破損するお
それがあります。

下桟

ピボット

縦枠

ワイヤー

③障子の下桟を中桟より下に引き下ろし、
障子を斜めにしてピボットを縦枠の中に
差込みます。

室内側

室内側

●障子は必ず枠を
立てた状態で建
込んでください。

注　意!

縦枠

ワイヤー

障子
D部

ピボット

C部

室内側

縦枠

ワイヤー

リ バランサー

❶
❷

ハ

■E部詳細図

④アームスライダーを縦枠の切欠きから差込みます。
※H907未満には内倒しアームがついていませんの
で、アームスライダーは使用しません。
⑤アームスライダーに内倒しアームを固定します。

■F部詳細図
①アームスライダーに内倒し
アームを差込みます。

②クリップを反時計
回りに回し、内倒
しアームにはめ込
みます。

③内倒しアームを矢
印方向に強く引っ
張り、抜けないこ
とを確認します。

※障子は必ず水平にし
て、内倒し状態から
起こしてください。
障子を傾いた状態で
起こすと、部品が破
損することがありま
す。 障子

内倒し
アーム

F部

E部

アームスライダーホ

障子

上枠

縦枠

切欠き

❶
❷

ホ アーム
スライダー

室内側

クリップ
内倒し
アーム

クリップ
内倒し
アーム

室内側
内倒しアーム

ホ アーム
スライダー
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①ピボットが左右に動く程度にねじ
を緩めます。
②ピボットを縦枠側にずらしてねじ
を締めます。
③左右とも固定した後、障子が1ｍｍ
程度のガタツキになっていること
を確認します。
※まったくガタがないと施工状態な
どによっては開閉が重くなる場合
があります。

■G部詳細図

下桟

縦枠

ねじ

プラス
ドライバー

⑦ピボットのねじ位置を調整します。⑥内倒しアームを押し下げながら（❶）障子
を起こし、「カチッ」という音がするまで
室外方向に押付けます。（❷）

室内側

ピボット

内倒し
アーム

❷

❶

●障子建込み後、障子上部を
手前に引いて外れないこと
を確認してください。

注　意!

G部

●障子建込み後は、枠固定時までクレ
セントをかけておいてください。

注　意!

ハ

6バランサーの調整
※バランサーの調整は、枠固定後にも必ず行って
ください。
①障子を一番下に下げます。
②障子の上げと下げの力がほぼ同じになるよう、
バランサーのラチェットホイルの軸をマイナス
ドライバーで回して調整します。
※左右とも同じ回転数にしてください。ラチェッ
トホイルを回しすぎたときは、クリックの穴に
マイナスドライバーを差込んで回し、戻してく
ださい。

※図はＲ（内観右）を示しま
す。このときラチェットホ
イルの回転方向は反時計回
りです。
※Ｌ（内観左）は逆回転（時
計回り）です。

7上枠カバー材の取付け
①上枠カバー材を上押縁の溝
に押当てます。（❶）

※左右のアングルを傷付けな
いようにしてくだ
さい。
②矢印部を押し、上
枠カバー材をたわ
ませながら（❷）
上枠の溝にはめ込
みます。

■I部詳細図

■J部詳細図

■H部詳細図

ラチェットホイル

軸

上枠
カバー材

上枠
カバー材

上枠 上枠

上押縁上押縁

反時計回り

※上枠カバー材を外す場合、
取付けねじを外しても上
枠カバー材が外れないと
きは、図のように上枠カ
バー材をたわませて外し
てください。

③上枠カバー材を上枠カバー
材取付け穴にねじ止めしま
す。
④障子ストッパー
を縦枠の切欠き
に室内側よりひ
っかけ、「パチ
ン」と音がする
ま で 押 付 け ま
す。

※障子ストッパーを外す場合、図の方向と
逆に室外側より回転させて外してくださ
い。

縦枠

室内側

室内側

室内側

❷

❶

ヘ

ヘ

ト

障子

マイナス
ドライバー

H部

上枠

I部 ❶ 上枠
カバー材

J部

切欠き

障子ストッパー

ト

ヘ

ト

障子
ストッパー

リ

マイナス
ドライバー

バランサー

クリックの穴

縦枠

障子
ストッパー

切欠き

上枠カバー材
取付け穴

室内側

縦枠

障子ストッパー


